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を　
町
制
施
行
70
周
年
記
念
と
な
る
第
19

回
那
須
九
尾
ま
つ
り
を
9
月
29
日
㈰
に

文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
特
設
会
場
で
開

催
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
た
本
町
の
文
化

や
産
業
等
の
地
域
資
源
の
す
ば
ら
し
さ

を
町
内
外
に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
を

町
内
の
企
業
・
団
体
の
皆
さ
ん
と
と
も
に

盛
り
上
げ
る
た
め
協
賛
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
内
容
　
協
賛
金
ま
た
は
運
営
に

　
必
要
な
物
品

▼
申
込
期
限
　
7
月
31
日
㈬

▼
そ
の
他
　
協
賛
額
（
相
当
額
）
に
よ

　
り
特
典
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

　
Q
R
コ
ー
ド
を
確
認
の
上
、
観
光
商

　
工
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※

ま
つ
り
に
関
す
る
詳
し
い
情
報
は
順

次
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
那
須
九
尾
ま
つ
り
実
行
委

　
員
会
事
務
局
（
観
光
商
工
課
商
工
係
）

　
☎
72‐

6
9
1
8

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

子
育
て・

ほ
け
ん
だ
よ
り

生
涯
学
習
だ
よ
り

図
書
館
だ
よ
り

那
須
高
校
タ
イ
ム

カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ

み
ん
な
の
広
場

カ
レ
ン
ダ
ー

無
料
相
談
会・

消
費
の
豆
知
識

タ
ウ
ンinform

ation

　
町
で
は
、
公
平
で
適
正
な
課
税
を
行

う
た
め
に
、
定
期
的
に
町
内
を
巡
回
す

る
ほ
か
、
家
屋
表
題
登
記
、
建
築
確
認

申
請
、
航
空
写
真
を
活
用
し
、
新
増
築

ま
た
は
滅
失
さ
れ
た
家
屋
の
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
住
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　
家
屋
を
新
増
築
ま
た
は
滅
失
し
た
場

合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
毎
年
郵
送
す
る
固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
の
内
容
と
家
屋
の
現
状
に

相
違
等
が
あ
る
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

※

原
則
と
し
て
、
届
出
が
あ
っ
た
翌

年
度
の
課
税
台
帳
か
ら
の
反
映
と
な

り
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
税
務
課
　
資
産
税
家
屋
係

　
☎
72‐

6
9
0
5

　
主
に
令
和
5
（
2
0
2
3
）
年
中
に

家
屋
を
新
築
、
増
築
ま
た
は
改
築
に
よ

り
取
得
さ
れ
た
方
に
、
7
月
8
日
（
月
）

付
け
で
「
不
動
産
取
得
税
納
税
通
知
書
」

を
送
付
し
ま
す
。

　
金
融
機
関
の
窓
口
等
、
納
税
通
知
書

に
記
載
の
場
所
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
納
期
限
　
7
月
31
日
㈬

▼
問
合
せ
　
栃
木
県
大
田
原
県
税
事
務
所

　
課
税
課
　
不
動
産
取
得
税
担
当

　
☎
0
2
8
7‐
23‐

4
1
7
2

　
長
年
に
わ
た
り
栃
木
県
那
須
町
代
表

監
査
委
員
と
し
て
貢
献
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
髙
藤
昭
夫
さ
ん
（
川
原
町
）

が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
髙
藤
昭
夫
さ
ん
は
昭
和
47
年
4
月
1

日
に
黒
磯
市
役
所
（
現
：
那
須
塩
原
市

家
屋
の
確
認
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す

家
屋
を
新
築
な
ど
で

　
　
　
　 

取
得
し
た
方
へ

那
須
九
尾
ま
つ
り

　
　
協
賛
を
募
集
し
ま
す
！

令和６年春の叙勲・褒章の受章おめでとうございます
本年４月２９日に発令された、令和６年春の叙勲、褒章の

町内の受章者を紹介します。

ホームページ

髙
　
藤
　
昭
　
夫
　
氏

令
和
６
年
春
の
叙
勲

旭
日
単
光
章

役
所
）
に
入
庁
し
、
財
政
課
長
、
学
校

教
育
課
長
、
企
画
課
長
、
企
画
情
報
課

長
、
企
画
部
長
を
歴
任
さ
れ
、
そ
の
後

那
須
町
監
査
委
員
、
同
代
表
監
査
委
員

を
3
期
12
年
務
め
、
当
町
の
行
政
運
営

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
に
つ
い
て
「
現
職
時
の
経
験
を

生
か
し
て
、
那
須
町
の
行
政
運
営
に
少

し
で
も
貢
献
し
、
よ
り
よ
い
町
づ
く
り

を
と
い
う
思
い
で
従
事
し
て
き
ま
し

た
。
私
が
旭
日
単
光
章
を
受
章
で
き
る

と
は
思
い
も
し
て
お
ら
ず
、
と
て
も
光

栄
に
思
う
と
同
時
に
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。」
と
受
章
し
て
の
感
想
と
職
務
へ

の
思
い
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
那
須
町
消
防
団
員
と

し
て
貢
献
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

鈴
木
一
さ
ん
（
三
ヶ
村
）
が
藍
綬
褒
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
一
さ
ん
は
、
平
成
5
年
4
月
1

日
に
町
消
防
団
に
入
団
し
、
今
年
で
31
年

目
を
迎
え
ま
す
。
入
団
後
は
分
団
長
、

副
団
長
を
歴
任
し
、
平
成
29
年
4
月
1

日
か
ら
団
長
を
務
め
、
生
業
の
傍
ら
、

献
身
的
に
消
防
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
地

域
住
民
の
生
命
財
産
を
災
害
か
ら
守

り
、
地
域
の
安
全
と
安
心
に
多
大
な
る

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
章
に
つ
い
て
「
大
変
光
栄
に
思
い

ま
す
。
個
人
だ
け
で
な
く
、
支
え
て
く

れ
た
団
員
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
お
か

げ
で
受
章
で
き
、
今
後
も
地
域
を
自
分

た
ち
で
火
災
、
水
害
、
地
震
、
そ
の
他

の
災
害
か
ら
守
れ
る
よ
う
尽
力
し
て
い

き
ま
す
。」
と
消
防
団
へ
の
熱
い
思
い

を
力
強
く
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

鈴
　
木
　
一
　
氏

令
和
６
年
春
の
褒
章

藍
綬
褒
章


